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「
2003
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展
」

11
月
７
日
（
金
）
〜
12
月
７
日
（
日
）

[

会
期
中
無
休]

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

本
展
は
毎
年
四
月
、
イ
タ
リ
ア
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市

で
行
わ
れ
る
「
児
童
図
書
専
門
見
本
市
」
の
中
で
開
催
さ

れ
る
、
絵
本
原
画
の
公
募
展
で
す
。

イ
タ
リ
ア
で
の
本
展
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
初
め
て
開

催
さ
れ
、
日
本
で
は
昭
和
五
十
三
年
に
初
め
て
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

五
枚
一
組
で
あ
れ
ば
誰
で
も
応
募
で
き
る
こ
と
か
ら
、

絵
本
作
家
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
た
ち
の
登
竜
門
と
し
て

世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、
厳
選
さ
れ
た
作
品
群
は
芸

術
的
と
も
言
え
ま
す
。

今
年
も
世
界

各
地
か
ら
二
千

四
百
人
以
上
の

応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
部

門
の
八
十
五
作

家
作
品
と
、
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
部
門
よ
り
十

作
家
作
品
を
加

え
て
一
堂
に
展

覧
し
ま
す
。

ま
た
、
毎

年
恒
例
の
特

別
展
示
は
、

一
九
九
九
年

に
王
室
よ
り

初
代
名
誉
児

童
文
学
作
家

の
称
号
を
授

与
さ
れ
、
二

〇
〇
二
国
際

ア
ン
デ
ル
セ

ン
賞
画
家
賞

を
受
賞
し
た

イ
ギ
リ
ス
の
人
気
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
ク
ェ
ン
テ
ィ

ン
・
ブ
レ
イ
ク
の
、
図
録
表
紙
書
き
下
ろ
し
な
ど
十
九
点

を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、
毎
年
国
内
四
〜
五
会
場
を
巡
回
し
ま

す
が
、
日
本
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
た
ち
へ
の
影
響
も

年
々
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
今
年
の
日
本
人
入
選
者
は
十

七
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
入
選
者
の
中
に
は
、「
学

生
の
頃
、
毎
年
の
よ
う
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
を
見
に
き
て
い

た
の
で
、
自
分

が
入
選
し
た
と

い
う
の
が
驚
き

で
す
。
」
と
言

う
人
が
多
い
の

で
、
是
非
子
ど

も
た
ち
や
学
生

の
方
に
も
ご
覧

い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
、
将
来

の
絵
本
作
家
が

埋
も
れ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
だ
け
質
の
高
い
絵
本
原
画
を
、
一
堂
に
鑑
賞
で
き

る
機
会
は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
こ
の
機
会
を
お

見
逃
し
な
く
！

★
毎
年
恒
例
の
「
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や
「
子
ど

も
映
画
上
映
会
」
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
五
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
第
三
展
示
室
に
お
い
て
イ
タ
リ
ア
で
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
本

展
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す
。

★
一
階
休
憩
コ
ー
ナ
ー
や
第
三
展
示
室
に
お
い
て
、
出
品

作
家
の
絵
本
や
「
未
来
に
残
す
絵
本
一
〇
〇
選
」
に
選

ば
れ
た
絵
本
な
ど
を
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

★
か
わ
い
い
絵
ハ
ガ
キ
（
十
六
種
類
）
や
図
録
も
販
売
し

ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

2

◇
観
　
覧
　
料

3
5
0
円

3
0
0
円

一
　
般

7
0
0
円

6
0
0
円

個
　
　
人

団
　
　
体

大
高
生

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

平
成
15
年
10
月
10
日
（
金
）
〜

12
月
７
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「おかしなともだち」井川ゆり子（日本）

「すごい話」グレゴワール・マビル（フランス）
「アントニ・ガウディ」
ヴィターリー・コンスタンチノフ（ロシア）

「グレッグは　とってもふしぎなヒツジ」
ヘンニング・レーライン（ドイツ）



香
り
の
記
念
日
10
周
年
記
念
事
業

「
香
り
を
彩
る
器
展

〜
い
ろ
い
ろ
な
香
炉
・
香
合
た
ち
〜
」

10
月
10
日
（
金
）
〜
26
日
（
日
）

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
展展展展
示示示示
室室室室

日
本
の
「
香
り
の
文
化
」
の
創
始
は
古
い
時
代
に
ま
で

遡
る
と
さ
れ
、
奈
良
時
代
以
前
に
外
国
よ
り
伝
来
し
た
と

い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
粉
末
や
液
体
の
香
料
を
直
接

身
体
に
付
け
る
方
法
と
、
火
中
に
入
れ
て
焚
く
、
加
熱
し

て
あ
ぶ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
歴
史
に
お
い
て

は
後
者
が
主
に
利
用
さ
れ
、人
々
は
香
木
や
練
香
を
焚
き
、

そ
の
風
雅
な
香
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
し
て
「
香
り
の
文
化
」
に
欠
か
す
事
の
で
き
な
い
の

は
、
香
を
焚
く
た
め
の
道
具
で
す
。
そ
れ
ら
は
各
時
代
の

人
々
の
趣
向
や
用
途
に
あ
わ
せ
て
色
々
な
材
質
や
形
が
求

め
ら
れ
、
様
々
な
技
法
を
駆
使
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
あ
ふ
れ

る
道
具
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
な
ど
諸
外
国

か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
や
、
見
立
て
転
用
し
た
道
具
な
ど

も
使
用
さ
れ
、
多
種
多
様
な
道
具
が
現
在
に
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
各
時
代
に
お
け
る
美
に
対
す
る
日

本
人
の
感
性
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

七
尾
市
は
毎
年
十
月
三
十
日
を
「
香
り
の
記
念
日
」
と

し
て
こ
れ
ま
で
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
は

「
香
り
の
記
念
日
」
制
定
十
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ

で
当
館
で
は
十
周
年
記
念
の
特
別
展
と
し
て
、
香
炉
、
香

合
と
い
っ
た
香
り
に
関
す
る
道
具
な
ど
計
四
十
点
を
紹
介

し
ま
す
。

★
本
展
ご
観
覧
者
先
着
二
〇
〇
名
の
方
に
「
江
曽
ア
テ
お

香
（
江
曽
ア
テ
か
ら
抽
出
し
た
オ
イ
ル
を
も
と
に
作
ら

れ
た
練
り
香
）」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
香
り
の
記
念
日
事
業
実
行
委
員
会
提
供
）

「
秋
の
所
蔵
品
展
〜
四
季
の
香
り
〜
」

◇◇◇◇
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

今
回
の
「
秋
の
所
蔵
品
展
」
は
、
第
一
展
示
室
で
開
催

す
る
香
り
の
記
念
日
十
周
年
記
念
事
業
「
香
り
を
彩
る
器

展
」
に
あ
わ
せ
て
〜
四
季
の
香
り
〜
と
題
し
、
日
本
画
十

点
・
洋
画
十
二
点
・
工
芸
八
点
の
計
三
十
点
を
紹
介
し
ま

す
。私

た
ち
は
、
い
つ
も
様
々
な
香
り
に
よ
っ
て
四
季
を
感

じ
、
心
和
み
、
自
然
の
恵
み
を
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
直
接
香
る
花
や
果
物
以
外
に
も
、
季
節
特

有
の
光
や
風
を
感
じ
る
風
景
画
ま
で
幅
広
く
展
示
し
ま
す
。

絵
や
器
な
ど
に
描
か
れ
た
色
々
な
も
の
を
通
し
て
、
日

本
特
有
の
四
季
の
香
り
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

◇
共
通
観
覧
料

3
5
0
円

3
0
0
円

一
　
般

5
0
0
円

4
0
0
円

個
　
　
人

団
　
　
体

大
高
生

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

石川県指定文化財
「和蘭陀白雁香合」デルフト窯　

オランダ（17世紀）
石川県立美術館 蔵

重要美術品
「法花蓮池水禽文大香炉」

明時代（16世紀）
金沢市立中村記念美術館 蔵

〈春〉「静夜芳香」 水道秋聖

〈夏〉「沈金象嵌合歓図色紙箱」
山岸一男

〈秋〉「織部輪花南瓜葉文台鉢」

〈冬〉「灘浦海岸」大地　統



「
第
50
回
　
七
尾
市
美
術
展
覧
会
」

10
月
31
日
（
金
）
〜
11
月
４
日
（
火
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

◇◇◇◇

第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

公
募
し
た
市
民

の
力
作
か
ら
厳
選

さ
れ
た
六
部
門

（
日
本
画
・
洋
画
・

彫
刻
・
工
芸
・

書
・
写
真
）
の
入

選
・
入
賞
作
品
と
、

審
査
員
・
無
鑑
査

作
家
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

七
尾
市
文
化
協
会

共
　
催

七
尾
市
・
七
尾
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
七

尾
美
術
館

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

七
尾
市
文
化
協
会
事
務
局

〇
七
六
七
（
五
三
）
〇
五
九
六

第
８
回
　
洋
画
展
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

10
月
15
日
（
水
）
〜
19
日
（
日
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

絶
え
ず
創
作
の
原
点
に
立
ち
帰
り
、
風
土
に
根
ざ
し
た

明
日
の
洋
画
の
開
拓
を
志
す
同
人
十
一
名
に
よ
る
大
作
の

発
表
展
。
同
人
二
名
に
よ
る
試
作
品
小
作
品
群
も
併
せ
展

示
致
し
ま
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

洋
画
展
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

後
　
援

七
尾
市
教
育
委
員
会
・
七
尾
市
文
化
協
会
・
七

尾
美
術
作
家
協
会
・
北
國
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
金

沢
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

大
地
　
統

〇
七
六
七
（
五
三
）
〇
二
〇
七

能
登
地
区
高
校
美
術
展

10
月
24
日
（
金
）
〜
26
日(

日)

但
し
、
初
日
は
正
午
か
ら

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

能
登
地
区
の
高
校
生
の
展
覧
会
で
す
。
美
術
部
・
写
真

部
・
書
道
部
の
作
品
百
五
十
点
を
展
示
し
ま
す
。
内
的
必

然
性
に
基
づ
く
こ
と
、
追
求
す
る
ま
な
ざ
し
の
堆
積
で
あ

る
こ
と
、
形
式
化
し
な
い
こ
と
を
指
標
と
し
て
制
作
し
て

い
ま
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

石
川
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
・
石
川
県
教
育
委
員
会

後
　
援

七
尾
市
教
育
委
員
会

連
絡
先

川
崎
　
輝

〇
七
六
七
（
五
九
）
一
〇
六
八

第
12
回
　
写
団
「
の
と
」
写
真
展

12
月
19
日
（
金
）
〜
21
日
（
日
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
４
時
50
分
ま
で

知
性
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
が
、
年
に
一
度
思
い
の
ま
ま
に

自
己
表
現
す
る
写
真
展
で
す
。
心
な
ご
む
ス
ナ
ッ
プ
、
美

し
い
風
景
な
ど
、
一
瞬
を
切
り
取
る
写
真
な
ら
で
は
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
過
去
一
年
間
に
各
コ
ン
テ
ス
ト
で
入

賞
入
選
し
た
会
員
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

写
団
「
の
と
」

後
　
援

七
尾
美
術
作
家
協
会
・
七
尾
市
文
化
協
会
・
北

國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

山
形
明
生

〇
七
六
七
（
五
三
）
四
〇
八
六

わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団
５
周
年
・

和
倉
フ
ロ
イ
デ
10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
19
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

心
豊
か
で
歌
声
が
流
れ
る
湯
の
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

結
成
さ
れ
た
子
ど
も
と
大
人
の
合
唱
団
で
す
。

歌
い
継
が
れ
た
曲
と
童
謡
中
心
の
心
が
和
む
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
ど
う
ぞ
お
聴
き
下
さ
い
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

和
倉
公
民
館

後
　
援

七
尾
市
教
育
委
員
会
・
北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ

な
な
お

連
絡
先

和
倉
公
民
館
（
多
田
真
令
美
）

〇
七
六
七
（
六
二
）
二
〇
八
四

Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
と
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
の

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
26
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時

何
曲
か
曲
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
優
し
い
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｕ
Ｍ

Ｉ
さ
ん
と
一
緒
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
発
表
を
し
て
み
た
い

…
。
そ
ん
な
思
い
で
今
回
の
企
画
と
な
り
ま
し
た
。
ピ
ア

ノ
や
歌
、
大
正
琴
も
加
わ
っ
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
欲
ば
っ
た
コ

昨年の展覧会の様子



ン
サ
ー
ト
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

ポ
コ
・
ア
・
ポ
コ
／
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

後
　
援

琴
修
会
・
石
川
県
立
七
尾
養
護
学
校
・
石
川
織
姫
会

（
鹿
西
教
室
）
・
北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

大
河
内
博
美

〇
七
六
七
（
七
四
）
一
六
〇
六

第
５
回
　
ア
ル
ブ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
９
日
（
日
）

開
演
　
午
後
２
時

七
人
に
よ
る
ピ
ア
ノ
独
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
シ
ョ
パ

ン
や
リ
ス
ト
、ブ
ラ
ー
ム
ス
な
ど
の
作
品
を
演
奏
し
ま
す
。

ま
た
、今
回
は
声
楽
家
の
中
島
恵
理
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、

日
本
の
歌
や
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
も
楽
し
ん
で
戴
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場
下
さ
い
。

入
場
料

大
人
一
、
〇
〇
〇
円
　
小
学
生
以
下
七
〇
〇
円

主
　
催

ア
ル
ブ
ル

後
　
援

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
同
窓
会
・
北
國
新
聞

社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お
・

河
合
楽
器
製
作
所

連
絡
先

谷
　
栄
美

〇
七
六
七
（
五
三
）
一
一
二
四

メ

ロ

デ

ィ

音

楽

会

11
月
16
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

二
年
に
一
度
開
か
れ
る
発
表
会
で
す
。
耳
な
じ
み
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ア
ニ
メ
ま
で
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
お
気

に
入
り
の
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
、
心
に
残
る

一
曲
が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

松
本
由
美
子
門
下
生

後
　
援

開
進
堂
楽
器

連
絡
先
　
松
本
由
美
子

〇
七
六
七
（
五
三
）
七
〇
六
八

ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
23
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

子
供
か
ら
大
人
ま
で
の
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。
ブ
ル
グ

ミ
ュ
ラ
ー
特
集
や
三
人
の
講
師
に
よ
る
、
ど
ん
な
曲
が
飛

び
出
す
か
わ
か
ら
な
い
、
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
御
来
場
下
さ
い
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

後
　
援

河
合
楽
器
製
作
所

連
絡
先

井
藤
真
理

〇
七
六
七
（
五
八
）
一
三
五
五

第
８
回
　
干
場
一
葉
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会

12
月
７
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

年
に
一
回
開
か
れ
る
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。
子
供
か
ら

大
人
ま
で
お
気
に
入
り
の
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ
ソ

ロ
の
他
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏
、
六
種
連
弾
な
ど
も
演
奏
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
来
場
し
て
下
さ
い
！

入
場
料

無
　
料

主
　
催

干
場
一
葉
門
下
生

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

干
場
一
葉

〇
七
六
七
（
七
四
）
一
三
五
二

◇
映
画
上
映
会
◇
【
入
場
無
料
】

「
彫
漆
〜
音
丸
耕
堂
の
わ
ざ
〜
」（
30
分
）

日
　
時

10
月
11
日
・
25
日
　
午
後
２
時

会
　
場

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

●
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
●
【
参
加
費
無
料
】

「
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
」

日
時

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
会
期
中
毎
週
土
・
日
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時

対
象

４
歳
〜
小
学
生（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定
員

各
日
10
名
（
要
申
し
込
み
）

募
集

10
月
15
日
よ
り
電
話
受
け
付
け
開
始

会
場

１
階
休
憩
コ
ー
ナ
ー

●
子
ど
も
映
画
上
映
会
●
【
入
場
無
料
】

日
時

11
月
８
日
・
22
日
、
12
月
13
日

午
後
１
時

会
場

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

学
芸
員
に
な
る
た
め
に
は
「
博
物
館
学
芸
員
資
格
」
が

必
要
で
、
こ
の
資
格
は
大
学
の
講
義
で
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
各
自
、
博
物
館
で
「
博
物

館
実
習
」
を
受
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

当
館
で
は
毎
年
数
名
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

今
年
も
二
名
の
実
習
生
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

実
習
を
終
え
た
彼
女
た
ち
の
素
直
な
感
想
で
す
。

美
術
館
の
仕
事
と
は
？

京
都
外
国
語
大
学
３
回
生
　
飯
山
幸
子

八
月
十
四
日
〜
二
十
日
ま
で
の
一
週
間
と
い
う
短
い
期

間
で
の
博
物
館
実
習
で
し
た
が
、
調
書
作
成
や
美
術
品
の

取
り
扱
い
、
展
覧
会
準
備
等
の
作
業
だ
け
で
は
な
く
、
ラ

ジ
オ
な
な
お
で
の
展
覧
会
の
宣
伝
や
展
覧
会
印
刷
物
の
準

備
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
補
助
と
い
っ
た
、
な
か
な
か
学
校

の
授
業
で
も
、
他
の
美
術
館
で
も
体
験
出
来
な
い
事
に
参

博
物
館
実
習
生
日
記



加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
経
験
を
得
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
又
、
美
術
館
・
博
物
館
は
、
学
芸
員
を
含
め
た
美

術
館
ス
タ
ッ
フ
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
や
地
域
の
人
々
と
助
け
合
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
事
を
、
今
回
の

実
習
で
、
実
感
す
る
と
共
に
、
私
が
持
つ
美
術
館
や
学
芸

員
と
い
う
仕
事
に
対
す
る
考
え
を
深
め
て
く
れ
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
実
習
期
間
は
短
か
っ
た
の
で
す
が
、

内
容
の
濃
い
博
物
館
実
習
を
受
け
る
事
が
出
来
、
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
せ
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

金
沢
大
学
４
年
生

松
本
有
未

八
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
の
七
日
間
、
学
芸
員
免
許
取
得

の
た
め
の
博
物
館
実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
習

内
容
は
美
術
品
取
り
扱
い
と
調
書
作
成
、
ポ
ス
タ
ー
展
示
作

業
、
作
品
貸
出
見
学
、
と
盛
り
沢
山
。
受
付
や
監
視
業
務
、

等
伯
展
特
集
の
ラ
ジ
オ
収
録
ま
で
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
体
験
し
、
ま
た
講
義
等
で
、
学

芸
員
以
外
の
職
員
の
方
々
に
も
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、

美
術
館
は
学
芸
員
だ
け
で
な
く
、
他
の
職
員
の
方
々
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
い
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
と
実
感
し
ま
し

た
。
現
在
、
博
物
館
で
は
資
料
の
保
管
、
調
査
、
展
示
の
他
、

普
及
活
動
に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

七
尾
美
術
館
で
も
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展

覧
会
の
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
て
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
体
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
お
世
話
に
な

っ
た
学
芸
員
の
方
は

じ
め
、
職
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
館
で
は
色
々
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
、
二
種
類
の
新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

グ
ッ
ズ

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
〜
工
芸
絵
画
を
中
心
に
〜
」

当
館
所
蔵
品
「
池
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
百
四
十
七
点
の
内
、

工
芸
と
絵
画
を
中
心
に
五
十
二

点
の
作
品
を
選
択
し
て
掲
載
し

た
小
冊
子
で
す
。

※
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
で
鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
の
表
紙
で
す
（
五
〇
〇
円
）

グ
ッ
ズ

「
長
谷
川
等
伯
年
表
」

七
尾
市
出
身
の
画
家
・
長
谷

川
等
伯
は
当
館
の
重
要
な
テ
ー

マ
で
す
が
、
こ
れ
は
等
伯
の
生

涯
を
出
来
る
だ
け
詳
し
く
記
載

し
た
年
表
で
す
。

※
ポ
ケ
ッ
ト
に
も
入
る
大
き
さ
で
携
帯
に
も
便
利
で
す
（
一
〇
〇
円
）

今
年
の
四
月
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視
員
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
絵
に
興
味
が
あ
っ
た
為
、
素
晴
ら

し
い
作
品
に
囲
ま
れ
た
中
で
出
来
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
長
谷
川

等
伯
に
つ
い
て
、
学
芸
員
さ
ん

の
お
話
に
耳
を
傾
け
、
四
百
六

十
年
程
前
の
絵
を
見
る
と
、
胸

が
熱
く
な
る
思
い
が
し
ま
す
。

名
作
を
見
に
少
し
で
も
多
く
の

方
が
美
術
館
へ
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

清
水
美
奈
江

石
川
県
七
尾
美
術
館
の
、
県
下
初
の
試
み
と
い
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
監
視
員
募
集
に
、
市
民
と
し
て
建
設
を
待
ち
わ

び
て
い
た
私
は
お
役
に
た
ち
た
い
と
応
募
し
ま
し
た
。
今

日
ま
で
国
内
外
の
美
術
作
品
の

出
会
い
と
来
館
者
や
知
人
と
の

ふ
れ
あ
い
等
、
こ
ん
な
す
ば
ら

し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で

き
る
幸
せ
に
、
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

松
田
　
茂
子

私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視
員
を
希
望
す
る
に
至
っ
た
キ

ッ
カ
ケ
は
記
憶
に
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
兎
に
角
、
美

術
品
を
監
視
業
務
の
合
間
に
無
料
で
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
と

い
う
、
浅
ま
し
く
も
単
純
な
発
想
か
ら
で
し
た
。
然
し
、

展
示
室
で
は
行
儀
の
悪
い
格
好
や
服
装
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。先
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
の
席
で
嶋
崎
館
長
さ
ん
が
、

い
み
じ
く
も
話
さ
れ
た
「
監
視

員
の
み
な
さ
ん
も
お
客
様
か
ら

常
に
監
視
さ
れ
て
い
る
事
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
」
と
の
お
言
葉

を
胸
に
刻
ん
で
日
頃
の
監
視
業

務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

堂
下
　
武
雄

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
お
気
軽
に
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

〇
七
六
七
（
五
三
）
一
五
〇
〇

左から当館学芸員、松本さん、飯山さん



今
回
の
『
友
の
会
鑑
賞
の
旅
』
は
過
去
最
大
規
模
で
開

催
さ
れ
る
と
い
う
「
生
誕
百
年
記
念
展
　
棟
方
志
功
―
わ

だ
ば
ゴ
ッ
ホ
に
な
る
―
」
鑑
賞
を
メ
イ
ン
に
、
去
る
六
月

二
十
二
日
（
日
）、
三
十
七
名
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
富
山
方
面
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。

暑
く
な
く
、
寒
く
も
な
く
ち
ょ
う
ど
良
い
（
？
）
曇
り

空
の
下
、
元
気
に
七
尾
美
術
館
駐
車
場
を
出
発
！
　
　

「
棟
方
志
功
」
展
高
岡
会
場
の
高
岡
市
美
術
館
へ
予
定

時
間
よ
り
か
な
り
早
く
到
着
。
開
館
時
間
前
だ
っ
た
た
め

途
中
に
な
っ
て
い
た
車
中
解
説
の
続
き
を
急
遽
前
庭
で
行

う
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
…
。
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
入
館

す
る
と
、
広
々
と
し
た
ロ
ビ
ー
に
案
内
さ
れ
、
同
館
の
遠

藤
館
長
が
ご
あ
い
さ
つ
、
主
な
作
品
の
解
説
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
力
み
な
ぎ
る
す
ば
ら
し
い
作
品
の
数
々
、

高
岡
で
し
か
展
示
さ
れ
な
い
大
型
の
作
品
や
珍
し
い
版

木
、
下
絵
な
ど
見
ご
た
え
充
分
の
展
示
を
皆
さ
ん
じ
っ
く

り
堪
能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
は
瑞
龍
寺
の

参
道
（
八
丁
道
）
沿

い
『
か
に
吉
』
で

「
か
に
わ
っ
ぱ
め
し
」

に
舌
鼓
♪
味
に
こ
だ

わ
る
店
主
は
料
理
が

冷
め
て
し
ま
わ
な
い

時
間
ど
お
り
の
到
着
、

そ
し
て
マ
ナ
ー
も
良

い
こ
の
『
鑑
賞
の
旅

御
一
行
』
を
い
た
く

気
に
入
っ
て
く
れ
、

バ
ス
が
見
え
な
く
な

る
ま
で
見
送
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

次
の
見
学
地
は
国
宝
、
高
岡
山
・
瑞
龍
寺
。
寺
院
内
を

常
駐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
い
な

が
ら
見
学
し
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る

解
説
は
、
史
実
に
基
づ
く
話
か
ら
建
築
に
関
す
る
話
、
座

禅
修
行
に
関
す
る
話
ま
で
幅
広
く
か
つ
解
り
や
す
く
て
、

大
好
評
で
し
た
。

最
後
に
「
棟
方
志
功
」
展
福
光
会
場
と
な
っ
て
い
る
福

光
美
術
館
を
見
学
。
同
館
の
尾
山
学
芸
普
及
課
長
が
福
光

疎
開
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
展
示
作
品
を

一
点
、
一
点
解
説
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
お
話
か

ら
は
、
ゆ
か
り
の
地
で
本
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
に

対
す
る
喜
び
と
、
志
功
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

参
加
者
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、「
感
動
い
っ
ぱ
い
」

の
楽
し
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。美

術
館
で
は
密
か
に
、
未
来
の
彫
刻
家
を
生
み
出
す
と

い
う
野
望
を
抱
き
、
彫
刻
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お

う
と
、
ブ
ロ
ン
ズ
粘
土
を
用
い
て
、
彫
塑
体
験
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
「
子
ど
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
誕
生
Ⅲ
！
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

七
尾
市
在
住
の
彫
刻
家
、
渡
部
浩
氏
と
吉
田
隆
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
、
七
月
二
十
四
・
二
十
五
日
十
六
人
（
吉

田
氏
）、
七
月
二
十
八
・
二
十
九
日
十
五
人
（
渡
部
氏
）、

八
月
二
十
・
二
十
一
日
十
四
人
（
吉
田
氏
）
の
三
回
合
わ

せ
て
、
小
学
生
三
十
五
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
募

集
を
か
け
た
そ
の
日
か
ら
、
電

話
が
鳴
り
始
め
、
遠
く
は
金
沢

か
ら
二
日
間
通
っ
て
く
れ
た
お

友
達
も
い
ま
し
た
。

作
業
に
取
り
掛
か
る
前
に
、

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

彫
刻
作
品
の
作
り
方
や
、
素
材

に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
作
品

づ
く
り
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト

「
自
分
が
作
り
た
い
も
の
を
作

る
」と
い
う
こ
と
を
頭
に
置
き
、

作
品
づ
く
り
は
始
ま
り
ま
し

た
。ま

ず
紙
に
デ
ザ
イ
ン
を
描
き

ま
す
。
子
ど
も
達
の
デ
ザ
イ
ン

画
は
、
そ
の
形
を
支
え
る
心
棒
の
構
造
な
ど
、
お
か
ま
い

な
し
に
自
由
に
描
か
れ
ま
し
た
。

平
面
に
描
い
た
二
次
元
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
三
次
元
の
立

体
に
す
る
た
め
に
、
講
師
の
先
生
と
も
ど
も
、
我
々
職
員

も
四
苦
八
苦
で
す
。
子
ど
も
た
ち
も
、
ど
う
す
れ
ば
自
分

が
思
い
描
く
形
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
対
象
を
じ
っ

く
り
観
察
し
、
よ
り
リ
ア
ル
に
迫
力
あ
る
表
情
や
優
し
い

表
情
を
生
み
出
す
に
は
…
。

金
網
や
ネ
ジ
ク
ギ
に
針
金
、
ビ
ー
玉
に
お
は
じ
き
、
貝

殻
や
ビ
ー
ズ
な
ど
様
々
な
も
の
が
粘
土
と
合
体
し
、
具
象

的
な
も
の
か
ら
抽
象
的
な
も
の
ま
で
誰
に
も
真
似
で
き
な

い
、
自
分
だ
け
の
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
は
吉
田
雪
山

氏
や
渡
部
氏
作
の
ブ
ロ
ン
ズ
作
品
が
展
示
さ
れ
、
普
段
の

展
覧
会
で
は
体
験
で
き
な
い
ほ
ど
、
作
品
に
近
づ
き
鑑
賞

す
る
こ
と
の
で
き
る
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
開

催
中
の
展
覧
会
に
は
吉
田
隆
氏
の
作
品
も
出
品
さ
れ
る
な

ど
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、
作
品
と
そ
の
作
家
に

触
れ
合
う
貴
重
な
体
験
と
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
大
盛
況
で
し
た
。
定
員

に
達
し
て
し
ま
い
参
加
す
る

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
皆
さ

ん
、
ま
た
次
回
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
お
会
い
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

参加者の皆様（高岡市美術館にて）

渡部　浩 氏

吉田　隆 氏



〒926-0855 石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.ishikawa.jp/nanabi

石川県七尾美術館だより 第35号（秋号）

交通案内
車…………金沢より能登有料道路

利用約１時間20分

タクシー…JR七尾駅より約５分

徒歩………JR七尾駅より約20分

市内循環バス…JR七尾駅より西回りに
（まりん号） 乗車約６分

（午前９時～午後４時の毎時30分発）

（10月～12月）

◆10月 6～9、14、20、27～30
◆11月 5～6
◆12月 8～12、15、22、24～31

◎次号・第36号（冬号）は１月４日発行予定です。

「黎明’74」勝本冨士雄

◆第１・２展示室

「冬季・所蔵品展」
～日本画と書の魅力～・～洋画に見る具象と抽象～・～木の魅力～

当館所蔵品及び寄託作品のなかから、３つのテーマに合わせて日本
画・洋画・彫刻・書などを展示します。

平成15年12月13日(土)～平成16年２月22日(日)

◆第１展示室

「春の選抜展」
～池田コレクション・茶道具の名品～

当館では毎年春の時期には、所蔵品より茶道美術品の展示を行ってきま
したが、今回も「池田コレクション」を中心に各種茶道具を紹介予定です。

平成16年２月28日(土)～４月11日(日)

「竹茶杓」 古田織部

◆第２展示室

「能登ゆかりの作品展９」
～能登の文人画家たち～（仮称）

江戸時代、能登半島では多くの文人画家が活躍しています。特に志賀・羽咋を中心とした地域で活躍した「能
登の大雅堂」・池野観了、独自の表現を追求した孤高の画家・山崎雲山などはその代表といえ、多くの傑作を描
いています。また、その他にも能登各地には色々な画家の様々な作品が所蔵され、活躍の足跡を残していますが、
本展では「能登の文人画家」に焦点をあて、各作品を紹介予定です。

平成16年２月28日(土)～４月11日(日）


